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熖הגの䧪䡵Η

٤٘ب٭يؿ㡎めるؕ־ء٤؞٭٠عشؾ

䅻ⳉ㓴车䏔
بー٘يؿؕ ンネット٠ー؞ンءセンذー䥵䎎
溿狒ꝧ発儖鼧䥵䎎
IPُネْةントセンذー䥵䎎

孅鬭⮵硔

ب٘٭يؿؕ ٤の⸉憠

┩յրױ㡎־٤の䄄哅ٙ٭յ㰢笉禴ٝעو٭ٜءٝٚؠ
の״ג人の״גյ他人כץのכ׆ַםցַֹכ✳
命のכյ社会氳鞊♳כ斻自䤗软の鴑姲מ鹺鶟גױ׀יն
国榤⺬䡗笉禴瑬1⺘٤ٞؼلםכの◄哅מ꤀עיյր笉禴
の⸉乢־䣆ֿׄכַם⿁韬ע荁ַׂםםցכ┉鞉生榤のꄆ
釐䓪鏀閁յ㛡ׂの萶ꦘ╾飈ֻי⸉乢ٜ٭فَםכの
自社生榤㲔杯גױն׆の׆ד׆そֿյ熖ٝٚؠהג
の⸉憠ֵךյ냕ؘؓب邮⿁生ג׀י⭳ײ䢥♓ךնその䏲
㰢־笉禴מت٭ي냕⮆㯸㰢・⺬䡗㰢の斻自䤗软
哅䛜㚺ֻյրؔطٛٔبًت㰢♿哅ցיכյ٭طجٜؓؼل
⿁No.1の◄哅・邮ؘؓب㛡ׂの┩槡כ״ע関鵽◄哅ع
Ⱘ⭳גױ׀יն

╈僿磬ㅀ銶槆րPASSION 2026ց
ب٘٭يؿֽؕׄמ ٤䡵樋

䡗םגյ二עךյրPASSION 2026ցך╈のײֵגֹ׆
Ꝏ٭فؕٚغ 生⭳ײ产瓀の┉יכחյ2022䇗1僖ؿؕמ
⩝նגױINC二錃٭ذ٤جء٤؞٭٠عشؾ٤٘ب٭ي
行׀┘鵀伺םVUCAVolatility㚺Ⳃ䓪յUncertainty┘
澬㲔䓪յComplexity邾ꥭ䓪յAmbiguity偵佣䓪の侇♏
の╈յֿםחך⛮⪑و٭ٜءח־ٜف٭ٞءյ걘㲘ع٭ق
מכ׆ׄחצ磵ت٭خյ社内外のٛלםの鵽䯥כ哅♿٭ػ
יז טײの☼磝״ג٤ⱶ鵭٘ب٭يؿؕ 겧㎻ꃘ䡗յׂ
人免ꝧ氦ַיغ٭ٛ ն걘㲘ך٤٘بشյINCのֿِכ׆ׂ
٭ٜءٝٚؠյ־僗⪧יٜذةظלםの哅յ㵚鎇כ
ء稀⺬ⱱגזַכלם人免ם錃⤓յ㛡喋䤗软保僗ֿو
յؕ⤓丝ّ٭ؚنعشٚوの״ג孨榫僗⪧מٜف٭ٞ
նױ㍲⭳٤のⰨ٘ب٭يؿ

♿յ״ג磝笝啶鵰のַ二גז־םעמ⯆の◄哅鼧ךױ׆

哅겧㎻מ荁ַ⯌忁➢鍱金溍םמのכ־ַםעך僿䏨
նױַי

ٛلػطتئのꝧ氦ցր־ր걘㲘釱憠ֽׄמյ溿狒ꝧ氦גױ
磝מꝧ氦ցր湳氳靸榤䡵樋の玮勅・䫟鶟ց靹春מؔط
ױֵ؆ׂגյꝧ氦鵍┕の䤗软ֿעמ╈ն溿狒ꝧ氦のױײ
׆湳ث٭ؼعش٤ْؓ䗯㕔عشآ٭ُי☭յINCֿ
ַםעךのֿםחמ碛免のꝧ氦❠⡁䬠❪םגյ二ךכ
◄ַג㵧全のֵ־ն寕鞝縖・걘㲘の釱憠ױַי縒ֻכ־
哅⥼䬞׀յそُ٭طיعتٔ؞ؠشف־׆錃㲊ךכ׆յ
םחמꄇのꝧ䦌⮆ַյ二ַם㲊מの溿狒ꯛ㓊ךױ׆
յעיַחמꝧ氦ց靹春מؔطٛلػطتئնրױ׀ַיׅ
յמככGHG⯡峎䤗软ꝧ氦ⱶ鵭ֵך亠ꄠو٭ٜء
䉬厏擻⯡峎յتُ؛ؕف・生⮆鉮邮⿁յ⢸䉓・紆㳊յ냕鵭鵟信כ
צ碛免のꝧ氦ֽ┙㳝מ┕⺸生孨梪㗞の自抅梪㗞גזַ
梪מն2022䇗1僖ױ䫟鶟׀禈׀䌕❠٤の䬠٘ب٭ٖٛخ
㗞・ؙ٭؟ٜؾ溿狒䢥二錃ֽיյتُ؛ؕف榺全の二ַ
憇碛免乢יַחמ犉哕氳מꝧ氦鶟״亠ꄠךնր湳氳靸
榤䡵樋の玮勅・䫟鶟ցעיַחמյ2022䇗1僖מIPُ٤ْةؾ
٭ذ٤جع 二錃גױնIPُ٭ذ٤جع٤ْةؾ 哅◄⺨ע
鼧の湳氳靸榤䡵樋ع٭َئ嘦了氳磝笝ךյ湳氳靸榤嘤の
גյ湳靸僗Ⲗ孨榫לם⹜沟㍲י䦡㛻ت٤جؕٚ
նױ׀ַי䡵樋玮勅・䫟鶟םٜف٭ٞء

二םג䤗软のⰨ⭳יׄ⺸מ

熖הגの僃㛻のِע٤٘بشյ二釨◄哅ֿםחמ䤗软のⰨ
յ他鼧לםꄈ榤錃⤓の錃銶յ걘㲘䗯㕔עמ״גնそのך⭳
ꝛכの鵽䯥ע哕י״ꄆ釐ךն☪㍑の磝ײ鵟יյٝٚؠ
⛮⪑و٭ٜء րֿOne Kurarayցיכ㳡מ鵽䯥・ⱱך
ؕגׄ⺸מ♏յ域מככג٤冽٘بشِ䍚⯆⛮׀
նױ䓙ַכַג禈ׄ䧪䡵מ⭳٤Ⱘ٘ب٭يؿ

⛮⪑ループء րֿOne Kurarayցכなזて、
بー٘يؿؕ ンⰨ出に䧪䡵し禈けまն
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DX孨榫
ٜذةظR&D

社内ؔطٛلقؕآの
孨榫ٜن

䙫䓙婊㲊غ٭متの
┉㷺の鲅鵭

磝笝・国㗞飈ֻג
عشؾٜف٭ٞء
ء٤؞٭٠

禆禈氳ם ب٘٭يؿؕ ٤のⰨ⭳

の二錃（INC）٭ذ٤جء٤؞٭٠عشؾ٤٘ب٭يؿؕ
INCעյ社内外の յؕׄחצ磵ت٭خٛ מ⭳٤Ⱘ٘ب٭يؿ

նױַיכ泘氳םꄆ釐僃כ׆ׅםח

⺨◄哅鼧յ⺨儖鼧յֽ ٤٘ب٭يؿؕיזםכ걘㲘ֿ╚䏔צ

生מַֹׄי⭳ײյو٭ٜءٝٚؠのؕ٤٘ب٭يؿの

٭ذ٭ٝٚجؠؓ の䏔Ⱏ䥵ַյ⪒社・⪒⹆ⱶ㑔の孨Ⳃ䫟

鶟ױ׀ַיնその״גյ׆の磝笝⯆٭رئف٤ؓעך䫑榫

の儖䢥㷯ْ٤⛷⺲20חغ٤ؗٚءؠشفםյ㛡喋ֽי

狜ٜذةظֿ٭رئفのؓ٤⛷⺲50辐♏鼧糓⺨כ٭ف

ꝴמٜف٭ٞءך鵽䯥י孨Ⳃױַיն

人免յٗםの国内外の㛡喋و٭ٜءٝٚؠ ׆䤗软ⱱյםؠ٭ؼ

לם䣆法ز٭ٞوのؓ䄫㕙の関➟䓪כ걘㲘גז㓷מךױ

の機تؾةلםג二ך釱憠םյ╈Ꝏ僿氳孨榫מٜف٭ٞء

会Ⱘ⭳ױ׀ַיն

걘㲘յ٭ػع٭ق♿哅

磬ㅀ

٤٘ب٭يؿؕ
ء٤؞٭٠عشؾ
٭ذ٤ج
（INC）

ӫ⺨◄哅とُ٬ء٤ؔطآ٭溿狒ꝧ氦٬榟榤䤗软鼧ꝛ璡ֿ僗嚀氳מ鵽䯥
ӫ걘㲘、٭ػع٭ق♿哅との鵽䯥
ӫ٤٘ب٭يؿ٤ؕو٭؛の孨榫

بー٘يؿؕ ン◄❆

尓俘َُٜٛؔن٭ ռّ٭ذتؠيս٬ꉘ䍖犉㷺冎ռ٭ذتؠيսFCCL

ռ٭ذتؠيսעյ냕⼽嫧ꯛ㓊ךの⚥鴜䮇㜊ֿ㵸ׂյⱶ䄄䓪⨣מ憠ֿ鍐❫յם٤ؚنع٭ُت
նױױ䦡㛻ֿ釤鱮םյ☪䏲יכの꧅㯸㍑饟㓹冎تؕفظ髪鬼⺸ׄ냕鵭鵟信꧅㯸機㉺걉ל
2018䇗עמ仴㰆錃⤓の㘃䍚㲔产גױնגױյ2020䇗עמ二מג뛈㼖◄哅䢥内מ尓俘َُٛ٭
㘃䍚םն杯㏇յגױսFCCLの生榤錃⤓㘃䍚行ַ٭ذتؠيꉘ䍖犉㷺冎ռג榫ַّٜؔن
吾鋀╈ךն

䫟鶟⛮⯆・䡵樋

❫⡁Ⱘ鵰䡵樋
熖たהの䧪䡵Ηմ־ء٤؞٭٠عشؾ㡎めるؕ٤٘ب٭يؿ
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溿狒ꝧ氦⛮⯆
䧏禈氳מ䡗Ꝏրؔطٛٔبًت㰢♿哅ցの㲔杯泘䧗յ

溿狒ꝧ氦・二◄哅ꝧ氦の╈劬氳㰆㏇יכ孨Ⳃַיのֿյ

յׂך磝笝の溿狒ꝧ氦儖鼧ع٭َٝ٭ؤ חյ٭ذ٤ج溿狒׀

哅䫟鶟鼧յ機耆邮⿁ꝧ氦鼧յ湳◄٭ذتؠيյ٭ذ٤ج溿狒ףׂ

氳靸榤鼧յ二◄哅畘杼鼧յ♿槆畘杼鼧䳔ױַיն

溿狒עך٭ذ٤جյ僗機냕⮆㯸⺬䡗䤗软յ鉴㨥㰢յ냕⮆

㯸免乢関鵽䤗软յ梪㗞ؙ٭؟ٜؾ関鵽䤗软յ瞿㳡ꄆ⺬ֽצ㚺

䓪յ䡗䎬免乢յ䡗䎬ⱶ䄄յ銶畀熭㰢㓹泅䤗软כյ二◄哅յ二

釨邮⿁յ二䤗软の溿狒ꝧ氦䫟鶟ױַיնגױյ⮆冪・鉮冪

䤗软յ㱦⪒䓪鍐❫䤗软מյو٭ٜءٝٚؠ⪒社の⮆冪・鉮冪

յ溿狒גױնױַך؆磝מ䤗软鐐갭の鉮婊יכ٭ذ٤ج

ꝧ氦のⱶ鵭のٜذةظ״גR&Dמ犉哕氳מ磝؆ױַךն

溿狒ꝧ氦儖鼧עךյ湳氳靸榤䗯㕔の⮆冪・鉮冪行ַ◄哅䡵

樋のع٭َئ䫟鶟ױַיն⺨◄哅鼧עյそבの䦠憠

◄哅䢥מꝧ氦鼧糓僗ױַיն宾外の䦠憠״⻠յَ٭ؤ

ם鵽䯥ם秴㳡עכ哅鼧の溿狒ꝧ氦・生榤䦠憠◄כع٭ٝ

նױַי溿狒ꝧ氦䫟鶟ֿ

جյ䤗软ꝧ氦עの生榤䤗软ꝧ氦䥵ֹ䤗软儖鼧ع٭َٝ٭ؤ

の生榤䤗٭ؼق٤⺨նױַיյ錃⤓䤗软礴䦮鼧䳔٭ذ٤

软礴䦮儖鼧յ⺨◄哅䢥の生榤䤗软ꝧ氦鼧כ哅ֿםյ生榤

䤗软ꝧ氦䫟鶟מככյ溿狒ꝧ氦כꝧ氦の⮣僿־鵽

䯥յ二◄哅յ二釨邮⿁ꝧ氦のⱶ鵭㍲ױַיזն2018גױ

䇗յ⪒社の溿狒ꝧ氦յ生榤䤗软ꯛ㓊のٜذةظ䡵樋䫟鶟

նױַי
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溿狒ꝧ氦鞝⧠⫃

⧠⫃ 人

溿狒縖人

䇗䈱

溿狒ꝧ氦鞝・溿狒縖の䫟燯

溿狒ꝧ氦ֽׄמ ب٘٭يؿؕ ٤

溿狒ꝧ氦の㓹儖䡵樋
磝笝のع٭َٝ٭ؤםכの䤗软ꝧ氦ⱱの釐و٭ٜءٝٚؠ

溿狒ꝧ氦儖鼧עյ社内٭ؼق٤・◄哅鼧ֽو٭ٜءצ会社

յր二◄哅のⰨ⭳ցֿם鵽䯥מ秴㳡כ溿狒ꝧ氦鼧糓䢥㷯מ

ր仴㰆◄哅の䍚・䦡㛻ցր㓹泅䤗软の啶疣・岐縰ցの⺨ِ٘بش

鞲מ┕⺸⹜沟כの哅㳊䦡㛻⛮⪑و٭ٜءյיַֽמ٤

磝ײ䫟鶟גױ׀יն2016䇗עמր哅・䶹䭤ّٚءٞوց

ככ靹春מ䍚・䦡㛻ם仴㰆◄哅の䧏禈氳ع٭ذت

哅機会釤◄םג二ך䎎社◄哅の⼽鱨ꯛ㓊ע־յ2017䇗מ

の◄哅㓹泅の疗㍱ٝٚؠյր二◄哅Ⱘ⭳孨Ⳃց儖劲⭳

䇶ׅגױ׀יնրPASSION 2026ցעךյ䏼全の磝ײ㣓

ⳙ禆禈חחյINCכ鵽䯥יꝧ氦ّؓؕطのךٜف٭ٞءの

㑔の溿狒ꝧعتٔ؞ؠشفյ־孨Ⳃ䫟鶟ء٤ؔطآ٭ُ

氦行ֹךכ׆ր二םג釐碛ց鱮ײյؕ ٤ⱶ鵭٘ب٭يؿ

նױ׀ַי

ӥ の靹春⭳٤Ⱘ٘ب٭يؿؕ
ӥ 二םג❫⡁䬠❠碛免のⰨ邮

のٝٚؠ
◄哅㓹泅

保僗䤗软

・㓹泅䤗软の䦡㛻כ岐縰
錃㲊ُ٭طם䧪䡵氳・

・溿狒䢥の䤗软㓹泅
⺬䡗・鉴㨥・ꄆ⺬・憇碛免乢・邾⺬・

䡗䎬ⱶ䄄・⮆冪鉮冪・梪㗞䏅ꮶ鍐❫ ˟

ꯛ㓊عشأ٭ذ・
 �QOL個人の❫⡁鈝の㚺ؔطٛلػطتئ

・鐧削・♿槆壿꣪־の⺨◄哅鼧の溿狒ꝧ氦鼧糓
の鵽䯥כ䤗软儖鼧צֽ

・INCכの鵽䯥ء٤ؔطآ٭ُٜف٭ٞء
の孨榫ٜذمٔ؞٭ٔز٤ي・

僿䏨䄫㕙

二םג釐碛 社内外哅
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推進する開発領域例

◆ 廃棄物削減　◆ リサイクル　◆ バイオマス・生分解 

◆ 高速通信　◆ 電子デバイス　◆ 健康　◆ 美容

顧客視点からの開発

研究開発本部から生み出されるアイデアや技術シーズを市場

と結びつけるべく、INCを通じてグローバルなマーケティング

活動を推進していきます。また、新たな事業領域の創出に向けて、

将来の消費者・顧客の視点からありたい事業像を描き、そこか

らクラレグループとして取り組むべきテーマの設定にも取り組ん

でいきます。

「PASSION 2026」の重点施策
「PASSION 2026」では、「顧客視点からの開発」「サステナ

ビリティに貢献する開発」「知的財産戦略の立案・推進」を重点

施策として掲げています。これらを確実に遂行することにより、

研究開発におけるイノベーション創出を加速します。

知的財産戦略の立案・推進

クラレグループはこれまで、独自技術によるオンリーワン製品

を中心に事業を展開してきました。そのため、開発拠点を持つ

国内において、研究開発活動の成果として特許出願および権利

化を図り、競争力を維持してきました。しかし、事業のグローバ

ル化に伴い、新興企業や種類の異なる他製品との競争が顕在化

するなど、従来の知財活動だけでは十分な事業保護と競争力の

維持が困難になっています。加えて、知財状況の複雑化によって

海外を中心に知財リスク管理の強化も重要度が増しています。

このような状況のもと、2022年1月に新設したIPマネジメント

センターでは、各事業部の知的財産戦略をサポートするとともに、

グローバルに統合された知的財産戦略を立案・推進し、従来の

権利化中心の知財戦略に限定されない、ビジネスにつながる知

財活動を具現化していきます。

サステナビリティに貢献する開発

サステナビリティを機会として捉え、自然環境、生活環境の向

上に貢献する素材を開発し、世の中にソリューションを提供しま

す。特にGHG削減については、グループ方針に則り、CO2の回

収、固定や利用、活用の技術開発を加速します。また、2022年

1月に環境・エネルギー研究所を新設し、環境・エネルギーに関

連する領域の研究を強力に推進します。

イノベーション事例

半導体用研磨パッド（CMPパッド）
半導体用研磨パッドは、人工皮革〈クラリーノ〉で培ったポリウレタンの設計および製造技術を駆使し、
従来にない高硬度ポリウレタンを原料にしています。当社CMPパッドの特長は、高硬度なため研磨する
デバイスを平坦にする能力に優れること、高硬度でありながら研磨傷が少ないこと、耐摩耗性に優れる
ため長時間使えることなどで、複数のお客さまで採用され始めました。また、これらの特性に加え、特
定の汎用スラリーと組み合わせることで高効率に研磨できることや研磨スラリー使用量が削減できるこ
とが分かっており、お客さまの生産プロセスにおけるコスト削減メリットも実証されました。現在、国内
で販売が拡大しており、国内外のお客さま、複数プロセスで継続的に評価が進められています。お客さ
まと評価の協力体制を強化できており、販売先・販売量を拡大していきます。

価値創造戦略
私たちの挑戦 ➁　ネットワーキングから始めるイノベーション



03

33 Kuraray Report 2022

ꯛ㓊عشأ٭ذ

㏐杶梪㗞の䷉ャ 괏乢٬姡の澬⟊

榟孨の韬の⺸┕ؙ٭؟ٜؾの僗Ⲗ孨榫ٜذةظ٬鵟⟓

梪㗞靷蕔⛥峎

姡・㛻妳の孶
・浓

峎⛥ؠشزتٚوٞؠُؕ
・生⮆鉮䓪َُٛ ٭
・碊邮⿁の機耆♀┙

ؿِؤؙ٭ٖٚ؞٭ئ ٭
ؿُٓ・ ٜؓٛط
・䐠梪㑔ٜظٓتؾةل

꧅妳・꧅㯸機㉺免乢
・꧅㯸機㉺յ㍑饟㓹冎
・ⶐ㵵⛮邮鵰逷糋関鵽

냕鵭鵟信機㉺
・䯥䅮䗯㕔珷儕
꧅澷嫧ꡔ塛غٜ٭ب

・5G鵟信機㉺関鵽

峪倉ꡔ塛

GHG䩔䨿
・⹜յ⮆ꦕ

GHG⮵孨榫
・EOR˥の鸵榫

˥Enhanced Oil Recoveryյ⸉媧㘃鶟㍑⹜

・CO2⸉乢َُٛגכ 䡗⺬٭

GHG䪶⭳ꄈ⛥峎
乢✳榫䦡㛻⸊؛ؕف・
の鬭ꄈؿٓ・

蠷꧅فظ 免乢ׄ⺸تؕ
・◅域꧅娢靷哕免לם

関鵽免乢٭؟ٜؾؙ
・겧ⱱ氦꧅鼧免

꧅妳・꧅㯸فظ 免乢تؕ
・域┩♏自Ⳃ髪
냕꧅㏆鼧⿁לם

峎⯡تٞغ٭ن
・寕鞝僿Ꝏ僿

鱔哅生榤䓪の⺸┕
・ꡔ谹յ牊㯸ع٭ؤ

㱦⪒ם姡の澬保
・PFAS僗機شن碛⺬擻ꢜ⸻

⢸䉓յؓآتٜى
・塮熭免乢
・生⛮媩比免乢

紆㳊յ生孨榫⿁
・姡巕䓪個ⴍ逷
ذٛؼئ・ ⿁榫٭

㲜内・髪内梪㗞⺸┕
・狜妳岲孶
・냕機耆ؕٝوتؔظ
・⯆䨕ع٤ٚ٭ب
・内逷免לםع٭ب٭

䧏禈⺎耆ם邮⿁מ ب٘٭يؿؕ ٤の鴑姲

עךو٭ٜءٝٚؠ յ5חのْغ٤ٝع؝ր㏐杶梪㗞の䷉ャցր괏乢・姡の澬保ցրٜذةظ・鵟信ցրؙ٭؟ٜؾ の僗Ⲗ孨榫ցր生孨
の韬の⺸┕ցعشأ٭ذ־ꯛ㓊錃㲊ֽיյַ նױַי僗ؔطٛلقؕآؓؤ׀ך靹春י㵚מのꯛ㓊

◄յ仴㰆吾鋀לםتのؓٚؕؓ٤כ他社յM&Aמככ⮆磬ㅀ鞲嶎鿥מꄆ憠氳מ⿁哅յ邮◄関鵽מのꯛ㓊׆
哅の䦡㛻כ二釨◄哅のⰨ⭳㍲ױ׀ַיזն

بー٘يؿؕ ン◄❆

LiB榫靷哕免
غ٭ـ二釨啶鵰僗ם攐䐶氳גכ乢⸊յ吣擻ׄ⺸מ域꧅娢LiBの靷哕免◅٤؛ّؕؗزٛ

٤の溿狒ꝧ氦յֽٍ٭ յ域┩♏の靷哕ע٤ٍ٭غ٭ـの二釨׆նױַי״邮鵰䤗软ꝧ氦鶟צ
免יכյعشٝهذ٤ؚنع٭ُتPCの٭ٛطشف 㲔榫鍐ך自Ⳃ髪榫鵍מצםの妨生榫鵍յלם
❫ֿ鶟؆ױַךն




